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往復ハガキの返信が届きました。住所氏名欄には

ただ『りこてぃん』とだけあります。そんな名前の人は

知りません。消印や筆跡から謎を解き明かすことが大

好きな少数の人を除き、多くは誰の出欠票か分から

ず困惑することになります。 

電子メールの場合には、差出人(From:)は自動的

に設定しているメールアドレスとなります。日本の企業

人のメールアドレスは『氏名＠会社名.co.jp』のよう

に、それだけでどこの誰だか分かるようになっているこ

とも多いのですが、電子メールがこの世に登場したと

きには匿名性が重視されてか、意味のないアルファ

ベットや数字の羅列が多かったのです。 

しかも、最近のメールソフトでは氏名などを設定し

ておけば、それもメールアドレスとともに差出人の情

報として送られますが、当初はメールアドレスだけでし

た。 

オフ会の出欠を問うメールの返信に、つい名を名

乗ることを忘れてしまうと『誰のメール？』、と幹事は問

い合わせなくてはならなかったのです。（問い合わせ

ることができるだけハガキよりマシですが）そこで考え

出されたのが自動的にメールの最後に名前を入れる

仕組みでした。これが自動『署名』の起源です。 

デジタル署名というものがありますが、これはメール

の改竄がないことを証明する仕組みで、メールソフト

は正しいメールか認証局にいちいち問い合わせるた

め、表示に時間がかかります。書留や内容証明付き

郵便のようなもので必要な場面は限られます。   

 （委員長 和田豊郁）

 

 

 

乳幼児を不慮の事故から守るため、保護者の注意を喚

起しなければと思い、SNK 理事会に諮ったところ全員

の賛同を得たので、昨年５月の「新人歓迎会・会員交

流会」で参加の皆さまに請願の趣旨を説明したところ 

大勢のみなさん 

から署名をいた 

だき、意を強く 

する。 

念のため法務省 

や厚労省に問い 

合わせたところ 

両省からわが国 

には「乳幼児保 

護法」はなく、 

またこれを条例 

化している自治体もない、との回答を得た。残念だが、

これが日本の現実である、･･･ということを確認した。 
先進各国の法令内容を調査する必要から、米、加、豪、

英、仏、独およびシンガポールの各国に協力を依頼し

た。不文律の英国を除き、６カ国から関連法規の提供

があり、共通項は「保護者は乳幼児の安全を守らなけ

ればならない。室内や車内に放置してはならない。違

反者は罰せられる」とある。当り前の規定だが、これ

が日本にはない。 

各理事と５月以降延べ５回勉強会を行い情報と意見

を交換し、完成度の高い請願を目指す。うち２回は市

会議員 2 氏にも参加願い、意見を交換し、請願の内容

を検討した。     （理事 岡田哲也） 

 

乳幼児保護条例、請願への歩み 
岡田メモ：幼児保護条例について（幼い子を守る活動） 

 荒木農園の収穫祭に招待した幼児たち 
安全で安心に、元気に育つ権利がある 

 

筑後平野と耳納山群からなる久留米は、柳川街道と日田街道の交わ

る要衝の地である。この地域には古墳時代の遺跡や国衙を設けた歴史

遺構が多く残されて昔の鼓動を今に伝えている。また、筑紫次郎の名

をもつ筑後川は、治水を繰り返し、四季それぞれの景観を見せてきた。

この環境から、青木繁、坂本繁二郎など数多くの芸術家が輩出した。

そして、秀でた技術でゴム産業を興した。しかし、時代も移り人も町

も変わった。 

１・ 

社会不安の中で孤立する老人世帯、就職活動を諦めた青年、閉じこもり人生を生きる子どもたち、

多くの困難を背負って生きるには、個人の努力では限界がある。制度や助け合い基金など具体的な

施策も見直し、孤立した人たちをつなぐ地域の大きなネットワークを検討すべきである。 

NPO ボランティア組織は増え、社会貢献活動は定着しつつあるものの、未だ数も力も絶対量が足

りない。地域で進める社会貢献は、学校、自治会、子ども会、老人会を横断的に結ぶ組織が必要で

ある。かって、地域では人が集まり顔を寄せ合い話し合いによる井戸端（会議）と呼ぶ問題解決の

方法をもっていた。IT 情報化の時代にあって、ホームページ、ブログ、ツイッター、など新しい

井戸端会議の環境は既に整っている。 

２・ 

「こんな町に住みたい」地域社会を考える。TV では、老老介護に疲れた心中事件、育児放棄の

母親の犯罪が放映され、同じ裏番組で食い放題を大笑いにして見せる。少子高齢化社会がもたらし

た人の哀れと、飽食日本の食い物事情が作る狂った社会、子どもが虐待されいじめが常態化する社

会とは、『われわれは何処から来て、何処へ行こうとしているのか？』ゴーギャンが放った問いを、

「我々は何者なのか？人は一人で生きていけるのか？」と問い直さねばならない。商店街が無くな

り地域が過疎化するという現実、車の無い買い物難民はタクシーで週 1度の買い出しに出かけねば

ならない。町が荒廃していく。 

３・ 

自転車で行ける距離に欲しいものは、先ず「日常の買い物をする店」そして「通りで見るファッ

ション」「音楽が聴けるコーヒーショップ」「新刊本の並ぶ本屋」などである。町を歩けば何か得し

たような気持ちになり「今風井戸端サロン」で会話を楽しむ。ここへ来ればすべて用事を済ませる

ことができるコンパクトな場所、そこで活力を取り戻した隣人たちは上手に歳をとるだろう。 

しかし世の中を見れば、歳の取り方を知らないわがままな老人が増えた、という事実に気付く。

老人は孤独になるから人生を面白がる余裕が欲しいし、死ぬまで働く力と老いや病気に慣れ親しむ

力も欲しい。また、経験豊かなシニアに求められるのは、大きな神様の目を持つことである。地域

に住むシニアに大事なのは、自立した老人になることである。 （広報紙編集長 一ノ瀬尚文） 

メーリングリスト委員会から  
第 11 回  電子メールの『署名』について  

（あとがき）筑後平野も正月以降なんどか雪が降った。厳し

い寒さに、餌を求めて鳥たちも野菜畑に集まり、スナックエ

ンドウは新芽を食べられた。鳥も生きるため必死だ。（弐）

教育支援グループから 

春菊・ホウレンソウ・ニンジン・ダイコン・サトイモ・白

菜など作りました。追肥が不足してホーレンソウが赤茶け

るという失敗があります。残念なのは白菜がヒヨドリさん

に食べられる事件です。農園で作物を育てながらゆの字菜

園師範の指導を受けて野菜作りの名人を目指しています。

現在、農園では春野菜の準備中です。梅が咲き、椿が美し

く咲いています。茶室も準備中です。（チーフ 川畑昭夫） 

荒木農園から報告 
「落ちこぼれの子どもをなくそう」教育支援お助けマン

として先生たちを補助しています。「ここが分からない」

という子どもたちに、もう少しで分かる「ヒント」を与

えます」すると「分かったよ」と嬉しそうな笑顔が返っ

てきます。 
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エピソード１（島井新一郎さん） 

ネットで仲間づくりを考えていたとき、同じことを考え

ている古賀さんたちと意気投合したのが始まり、活気が

ありました、ワイワイむんむん勃興の時代です。 

1997 年  

1997 8/～   シニアネット研究会発足     
1997       久留米市東和町のエースーケン内に事務局設置    
1998 年        

1998 1/～    このころより新聞記事として盛んに紹介される     
1998 2 月 10 日 シニアネット久留米ホームページアップ     
1998 2 月 28 日  ホームページアップにより新聞報道が大々的に掲載    
1998 3 月 6 日  インターネットフェスタに参加 
1998 4 月 1 日  任意団体シニアネット久留米を発足（会員数 25 名)  
        創設に関わった菊池徹さんもカナダから参加された。 
1998 5 月 30 日  世話焼き隊のパソコンよろず相談会     
1998 6 月 5 日  第一回 SNK 懇談会「でてこんのかたらんのパーティ」

1998 6 月 7 日  見返の滝へバスハイク(参加者 31 名)  
1998 7 月 18 日 第一回機関紙発行のための広報委員会開催    
1998 7 月 23 日 第一回ホームページ委員会  
1998 8 月 4 日  久留米大学コンピュータ教育ｃ見学(参加者 15 名) 
1998８月 23 日 オフ会、牟田さんのログハウスで賑やかに 
1998.11 月 9 日 新入会員歓迎会(創世)  
1998.12 月 1 日 SNK 広報紙創刊、第 1 号発行（須佐広報委員長）    
1999 年  

1999 1 月 9 日  新入会員歓迎オフ会      (創世) 
1999 3 月 21 日 SNK 総会     (リサーチパーク) 
1999 3 月 31 日  親子ふれあいパソコン教室  (久留米工業大学) 
1999 4 月 3 日  シニアネット福岡(SNF)との合同オフ会 
1999 5/9～11   シニア・夢プロジェクト in 沖縄 
1999 5 月 23 日 基山分会発会式 
1999 6 月 2 日  どんぐり村で歌おうオフ会 
1999 7/～   NTT 久留米研修室で初心者 PC ン教室開催・久留米研修室

1999 8 月 23 日  牟田さんログハウスでオフ会 
1999 10 月 21 日  三輪菜園にてイモ掘りで集まる  
1999 10 月 23 日 文化祭で市民対象のインターネット体験実施 
1999 11 月 6 日  福岡県教育委員会主催の生涯学習イベント     
1999 11 月 6 日  SNK 第一回ゴルフ会開催 
1999 11 月 21 日 Creat Festa '99    (石橋文化センター) 
199912 月 9 日  第 1 回うまかもんチーム：竹炭焼き作り 
199912 月 14 日 男の手料理、キムチ作り体験 
2000 1 月 23 日  新入会員歓迎会(第二回目) 
2000 1 月 26 日 シニアネット仙台とのテレビ会議 

特集 シニアネットの草創期 
 高齢者こそインターネットで世界をリード 

ｼﾆｱﾈｯﾄ久留米、草創の時代 

1997～1998～1999 年 

⇒ＮＰＯ登録準備まで  

  

1997 年 

ＳＮＫ誕生前の時代、名称はシニアネット研究会・事務局は東和町のエースーケンに設置

後にＳＩＰ（シニア情報センター）を、事務局は六ツ門に作る。当時の役員は  

理念は《シニア自らが楽しみながら持てる経験や知識を生かし、貢献していく》 

先駆者として、インターネットを通じシニアの生きがい作り、仲間作りを進めた。

「私達はＳＮＫの 12 年の歴史をＳＮＫホームページにＵＰする、企画

に取り組んでいます。この特集はＳＮＫ草創期の歴史を取り上げてい

ます。皆さんの声を編集局にお寄せください。 
（資料、活動の記録は島井、長谷部両氏の HP より見直しています。）

参考：広報 Vol.20 2008.10.22 発行：特集 SNK10 年史 

 

 

エピソード４ （廣津芳信さん） 

久留米の歴史や文化を写真撮りするので忙しかった。

善導寺や大善寺へ自転車に乗って古墳を調べ回って

いた。現在ほど忙しくなく、楽しんでいた。 

エピソード５ （今津一躬さん） 

当時は随分お若いですね。個性ある方々が思い思いに 
活動され貢献されました。ＳＮＫに対する「思い」が

少しづつ、段々と見えてきた時期でもありました。 

エピソード６ （長谷部友成さん） 

マックを愛用していたがウインドウズへ、PC ハード

の組立てに挑戦、当時の猛勉強は私の知識となり現在

に活かされている。今、思い出すと楽しいものです。

当時シニアネット研究会の役員 
代表        島井新一郎
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西日本新聞(筑後版)1998.9.8 付は 「高齢者

の生き甲斐や仲間づくりを支援するＮＰＯシニ

アネッ久留米は日頃の活動を伝える広報紙を

創刊した」の記事で紹介した。 

エピソード２（須佐卓郎さん） 
 広報紙を担当した、出版社や新聞関係の若い人がいて、

あれよあれよという間にどんどん作業は進んだ。懐かし

いねー、私は仕事も忙しく音楽ばかり聴いていました。 

エピソード３（名島八郎さん） 
 未だインターネットが珍しく、仲間と集まっては勉強に

励み知識欲を満たした。パソコンは 13 インチのノート

を持っていたが 30 万円と高価だった。 

 ↑写真 1999 年：システムクリエート制作 

1998～99 年 

「パソコン、介護、自然食品、からフラダ

ンスまで、バラエティ豊かな、高齢者の活

動を紹介できたらと思う。それにしてもつ

くづく感じたのは、人の生命力のたくまし

さである。人に活動の目的や生きがいがあ

れば年齢や」…あとがきより（1998 年書院） 
←写真 1998 年当時の取材に応えて集ま

った人たち、左から島井さん、須佐さん、

名嶋さん、廣津さん、今津さん 

「もっと元気にもっとたのしく！」 

事務局長      古賀 直樹

広報出版委員長   須佐 卓郎

ホームページ委員長 野口 喜好

パソコン教室委員長 渡辺 正義
（備考） 
１：1997 年８月 研究会発足当時の役員 

1998 年 4 月 シニアネット久留米発足 
２：NPO として登録するのは 2000 年以降 
３：設立時に関わる古賀さんは現在、事業に専念

同じ立役者の菊池徹さん（第 1次南極観測隊

メンバーで樺太犬…タロ、ジロの物語で 

有名）はカナダに住まわれている。 

４：野口、渡辺の両氏は逝去されました 
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